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SUMMALY This study is intended to clarify the relationship between perceived competence, social acceptance and mental health in young children. Participants were 103 kindergarten children (47 boys and 56 girls, mean age 4.56 years) and their teachers (N=6).The children’s mental health was measured by the SDQ which was originally designed for teachers（the Strengths and Difficulties Questionnaire，Goodman;1997，Sugawara，Sakai，Sugiura， Matsumoto;2006）. Perceived competence and social acceptance of children were defined by the pictorial scale of perceived competence and social acceptance for young children (Harter & Pike, 1984; Japanese version, Maeshiro, 2010).  As a result, behavior problems (hyperactivity/inattention) of boys were related to low social acceptance, and prosocial behaviors of girls were related to high perceived competence. It was suggested that perceived competence and social acceptance were directly related to the promotion and maintenance of the children's mental health.  
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問題
数多くの日本文化論や日本人論が「日本人」について論じてきた。共通して指摘されている日本人
の特徴は，周囲との関係の調和を重視するが故に，周囲の人々の様子を気にし，個性的で独自な存在
ではなく，個を主張せず他者と変わらず目立たないことを志向する，という点である(浜口, 1982; 阿部, 
2002 など)。従って，日本人は周囲と良好な関係を維持するため，人並みであること，「ふつう」であ
ることに価値を置くと言える(元橋, 1993; 大橋・針原, 2000)。さらに近年の研究では，日本のように円
滑な人間関係に価値を置く文化では，人と調和した時のポジティブ感情が幸福感として意味づけられ
ることが指摘されている(内田・荻原, 2012; Hitokoto, Uchida, & Norasakkunkit, & TanakaMatsumi, 2009)。
つまり，日本人は自分が「ふつう」であったり人並みであったりするときに幸せや満足を感じると言
える。 
こうした指摘から，自己を「ふつう」であると認知することはポジティブな心理状態を導くことが
予測できる。しかしながら，そうした傾向を実証的に示した研究はほとんどなく，示したとしても限
定的な結果となっている。例えば，大橋・針原(2000)は，自己を「ふつう」だと認知するほど自己のこ
とが好きで自己評価も高い傾向にあることを示したが，こうした傾向は「ふつう」に価値を置く人た
ちの間のみに見られるものだった。また，佐野・黒石(2005)は，自己についての様々な側面について「ふ
つう」であると思うほど孤独感が低い，という傾向を示したが，これは独自性欲求が低い人たちにお
いてのみ見られる傾向であった。 
こうした限定的な結果となったのは，「ふつう」という語が個人によって多様にとらえられている
ことが影響していたためである可能性が考えられる。一般的に「ふつう」という言葉には，上でも下
でもない／よくも悪くもないという意味が含まれている。そのため，「ふつう」という言葉を下でな
いもしくは悪くないという意味で用いる人にとっては「ふつう」である自分を肯定的に捉えられるが，
「ふつう」という言葉を上でもないもしくはよくはないという意味で用いる人にとっては，自分を「ふ
つう」であるとみなすことはネガティブな心理状態を導くことになると考えられる。 
それでは，「ふつう」の人とはどのような人かと問われたとき，日本人はよい意味での「ふつう」
と悪い意味での「ふつう」のどちらを想定するのだろうか。人を形容する語としての「ふつう」を検
討した大橋・山口（2005）は，大学生および社会人を対象とした質問紙調査を行い，「ふつう」の人と
はどんな人か思い浮かべさせると，「ふつう」にはよい意味も悪い意味もありうるが，一番はじめに思
い浮かべるのはよい意味の方であることを示した。しかも，思い描かせた「ふつう」の人の特徴につ
いて評定させたところ，利他性が高く自己主張する能力がやや低いという，良好な関係の維持に役立
つ特性を持つことも示した（大橋・山口, 2005）。 
「ふつう」という語は人を形容するとき以外にも日常的に使われる。他者と変わっていないことや「ふ
つう」であることが日本人にとって重要な意味を持っているのであるなら，どのようなときに「ふつ
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うさ」を意識するのか，さらにどのような文脈で「ふつう」を肯定的に捉えるのか，あるいは否定的
に捉えるのか，その際の心情はどのようなものか，について検討する必要がある。その際，「ふつう」
という語がどのような文脈でどのような意味合いで用いられるか，またその際の個人の内的状態を明
らかにするためには定性的研究を行うことが求められる。そこで本研究は，日常的に用いられる「ふ
つう」という語が持つ意味合いに着目し，「ふつう」という語が用いられる文脈や個人の心情について
探索的に面接調査を行った。 


方法
1．面接対象者および面接者 
面接対象者は，女子大学生 1 年生 27 名，2 年生 11 名，3 年生 16 名，計 54 名(平均 19.50 歳，SD＝1.08)
であった。 
面接者は，第一著者および心理学専攻の大学 4 年生 4 名，計 5 名であった。4 年生に対しては，面接
の目的や内容および手続きを十分説明し，事前訓練を行った。 
 
2．手続き 
2012 年 10 月 8 日～11 月 8 日に，大学施設の心理実験室もしくは小教室において個別に半構造化面
接を行った。面接で尋ねた内容は，1)「ふつう」とは何か（以下，「ふつう」概念），2)「ふつう」を意
識するときおよび「ふつう」でないことを意識するとき（以下，「ふつう」を意識する場面」，3)「ふつ
う」のときの心情，4)「ふつう」であることの良い面および悪い面，5)「ふつう」であることの意味や
機能，であった。 
面接対象者に質問に対し思ったことを自由に語ってもらった。語りは IC レコーダおよび面接者によ
る口述筆記により記録した。 
面接終了後，研究目的についてデブリーフィングを行い，データ提供についての同意を確認した。
最後に謝礼として図書カード(500 円)を手渡した。 
 
 
結果
1．分析方法 
すべての面接対象者がデータ提供に同意した。全面接対象者の逐語記録を書き起こしたスクリプト
を作成し，面接項目内容ごとに分類・整理を行った。その際，語りの中で意味的に関連しているひと
まとまりの発話をエピソードとして扱った。その後，エピソード間で共通する意味を抽出し，4 つ以上
のエピソードに共通である場合に，抽出された意味をカテゴリとした。 
 
2．「ふつう」概念 
「ふつう」概念について，計 50 のエピソードが語られた。エピソードの具体例および抽出されたカ
テゴリを表 1 に示す。「ふつう」概念については，平和な毎日，多数と同じであること，平均的である
ことを思い浮かべる人が多かった。エピソード内容で否定的な意味を示唆するものはなかった。 
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まず，家族がいて，学校に行って，社会人になったら働いて，退職したら年金で暮らしてというエ
ピソード(＃01)や友だちとお昼を食べたり授業を受けたりというエピソード(＃04)など，特別な出来事
は起こらないがありふれた平和な日々に言及するエピソードが 16 あった。これらのエピソードに共通
する意味として「平穏で平和な毎日」を抽出しカテゴリ名とした。 
次に，かなり多い人数の人たちがやっていること(＃11)，周りと同じ(＃13，＃28)といったエピソー
ドなど，周囲と同じ考えや行動をしているエピソードが 14 挙げられた。これらのエピソードに共通す
る意味として「多数と同じ」を抽出しカテゴリ名とした。 
また，平均的であることや上でも下でもない，真ん中であること(＃17，＃29，＃41)などに言及した
エピソードが 13 あった。これらのエピソードに共通する意味として「平均・真ん中」を抽出しカテゴ
リ名とした。 
少数ではあるが，一般常識やマナーに関するエピソード(＃15，＃26，＃49)もあった。これらのエピ
ソードに共通する意味として「ルール・常識」を抽出しカテゴリ名とした。 
 
 
3．「ふつう」を意識する場面 
 「ふつう」を意識する場面について，計 54 のエピソードが語られた。エピソードの具体例および抽
出されたカテゴリを表 2 に示す。「ふつう」を意識するときとして，普段のありふれた生活や日常場面
を挙げることが多く見られた。一方で，他者と比較されるとき，特別な人を見たとき，他者からの視
表 1．「ふつう」概念の分類カテゴリおよび具体例 
カテゴリ 具体例(面接対象者番号) エピソード数 
平穏で平和な毎日 
家族がいて，学校に行って，社会人になったら働いて，退職し
たら年金で暮らして，とか何かそんなありきたりな感じ。(＃01) 
友だちとお昼を一緒に食べたり，授業を一緒に受けたりとか，
特別なことをしない日々。(＃04) 
何もない，平和な日。私の生活だと，アルバイトのない，学校
あって，すぐ家に帰って，自分の好きなことやって，寝る。(＃
07) 
16 
多数と同じ 
周りの人たちが，かなり多い人数の人たちがやっているような
ことかな。(＃11) 
周りと同じ。奇抜じゃない。(＃13) 
周りの人と同じ行動とか考え方のこと。(＃28) 
14 
平均・真ん中 
平均的なこと。人とだいたい同じくらい，劣ってないし優秀じ
ゃない。(＃17) 
上でも下でもない。何事においても標準的な。(＃29) 
平均的なことですね。よくも悪くもない，真ん中あたり。(＃41) 
13 
ルール・常識 
一般的なもの。常識とか，そういうなんかルールに従っている
ものとかですかね。(＃15) 
一般常識。電車のマナー，食事のマナー，公共施設でのマナー。
(＃26) 
常識とはかけはずれてないというか，一般的なこと。自分は日
本人だとか，子どもはいずれ大人になるとか，そういうことだ
と思います。(＃49) 
4 
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線が気になるときに自分の「ふつうさ」に対して敏感になることが示された。 
 
 
 まず，家族といるときのエピソード(＃19)や学校で友達と話しているときのエピソード(＃22)など，
日常生活に関連したエピソードが 29 挙げられた。これらのエピソードに共通する意味として「日常場
面」を抽出しカテゴリ名とした。 
 次に，自分より優れた人と会ったとき(＃29)やテストや能力を調べられるとき(＃47)など，他者との
比較によって「ふつう」を意識するといったエピソードが 8 挙げられた。これらのエピソードに共通
する意味として「社会的比較場面」を抽出しカテゴリ名とした。 
 また，おしゃれな人やコスプレの人を見たときのエピソード(＃04，＃16)，変な人を見たときのエピ
ソード(＃50)など，自分と異なる人に出会ったときに言及したエピソードが 8 挙げられた。これらのエ
ピソードに共通する意味として「特殊な人との遭遇」を抽出しカテゴリ名とした。 
 さらに，親や友人からの視線を意識するときのエピソード(＃01，＃53)など，他者の視線の意識に言
及するエピソードが 8 あった。これらのエピソードに共通する意味として「他者の視線の意識」を抽
出しカテゴリ名とした。 
 
 
4．「ふつう」のときの心情 
「ふつう」のときの心情について，計 53 のエピソードが語られた。エピソードの具体例および抽出
されたカテゴリを表 3 に示す。「ふつう」であるときの心情として，ほっとするなどの安心感を抱くと
表 2．「ふつう」を意識する場面の分類カテゴリおよび具体例 
カテゴリ 具体例(面接対象者番号) エピソード数 
日常場面 
普段の生活がふつうだと思う。(＃05) 
家族といるときとか，平穏で幸せだなーと思うときふつうを意
識します。いじめとか一人暮らしを始めたとき，ふつうじゃな
いと思う。(＃19) 
学校に来て，友達と話しているとき。(＃22) 
29 
社会的比較場面 
自分より優れた人と会ったとき。(＃29) 
学校のテストやレポートの成績の結果だったり，あとは運動能
力とかカラオケでの歌の上手さとか知性とか，そういうの問わ
れるときに，ふつうのレベルでいたいなとか，ふつうっていう
ことを意識しています。(＃47) 
8 
特殊な人との遭遇 
街とかですごいおしゃれな人を見たときに，自分はふつうだな
ーと思う。(＃04) 
コスプレの人とか雑誌で見ると自分はふつうだと思う。(＃16) 
変な人が来たなあって思ったとき。(＃50) 
8 
他者の視線の意識 
よくお母さんが，ふつうだったら寝坊しない，ふつうだったら
親の手伝いをする(略)とかよく言う。親の言うふつうを意識し
ているかもしれません。(＃01) 
みんなといるときはふつうを意識する。ふつうじゃないと浮い
ちゃうから。(＃36) 
友人と会うときとかは，あまり奇抜な格好というか，浮かない
ようにするっていうか，身支度とか喋り方とか，人に会うとき
は気を付けます。(＃53) 
8 
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及するエピソードが 8 あった。これらのエピソードに共通する意味として「他者の視線の意識」を抽
出しカテゴリ名とした。 
 
 
4．「ふつう」のときの心情 
「ふつう」のときの心情について，計 53 のエピソードが語られた。エピソードの具体例および抽出
されたカテゴリを表 3 に示す。「ふつう」であるときの心情として，ほっとするなどの安心感を抱くと
表 2．「ふつう」を意識する場面の分類カテゴリおよび具体例 
カテゴリ 具体例(面接対象者番号) エピソード数 
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8 
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ーと思う。(＃04) 
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8 
他者の視線の意識 
よくお母さんが，ふつうだったら寝坊しない，ふつうだったら
親の手伝いをする(略)とかよく言う。親の言うふつうを意識し
ているかもしれません。(＃01) 
みんなといるときはふつうを意識する。ふつうじゃないと浮い
ちゃうから。(＃36) 
友人と会うときとかは，あまり奇抜な格好というか，浮かない
ようにするっていうか，身支度とか喋り方とか，人に会うとき
は気を付けます。(＃53) 
8 
話したエピソードが多かった。しかし，「ふつう」であることで却って不安になったり，つまらない気
持ちや悲しい気持ちも同時に抱いたりすることも示された。 
 
 
 まず，安心するという心情について言及したエピソード(＃07，＃13，＃26)が 22 あったため，共通
した意味として「安心感」を抽出しカテゴリ名とした。 
 次に，安心するなどポジティブな気持ちもあればつまらない気持ちもあるといったエピソード(＃33，
＃46)など，ポジティブな気持ちとネガティブな気持ちを両方抱くというエピソードが 12 挙げられた。
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も思わない」というカテゴリ名とした。 
 
 
5．「ふつう」であることの良い面および悪い面 
「ふつう」であることの良い面および悪い面について，計 91 のエピソードが語られた。エピソード
の具体例および抽出されたカテゴリを表 4 に示す。良い面として「ふつう」であることは他者と協調
していることを意味し，その結果として人間関係を円滑に保つこと，安定した平和な日々を送れてい
ること，を挙げる傾向が示された。悪い面としては，“みんな一緒”という状態で個々の特徴が出なく
なること，変化のなさや刺激がないことが挙げられた。 
 
 
表 3．「ふつう」のときの心情の分類カテゴリおよび具体例 
カテゴリ 具体例(面接対象者番号) エピソード数 
安心感 
ふつうっていうか，そういうふうに言われたら安心します。ほ
っとするというか。異常と言われるよりは，ふつうと言われる
方が安心します。(＃07) 
安心する。なんか自分だけ周りからずれていないという安心
感。(＃13) 
安心する。自信がでる。自分もその集団に溶け込めているのか
なという感覚から。(＃26) 
22 
アンビバレント 
ほっとした気持ちとつまらない気持ちがある。(＃33) 
うれしい気持ちと悲しい気持ちがある。（うれしいのは）白い
目で見られるのが嫌だから。（悲しいのは）個性がない感じが
する。(＃35) 
つまらないと感じたり，安心するときもある。(＃46) 
12 
不安などの 
ネガティブ感情 
不安な感じ。みんな色々できるのに，私は特に何もできないと
きにふつうだと思う。(＃03) 
ちょっと悲しくなる。(理由は？)こんなんでいいのかなあみた
いな，みんなと一緒でいいのかなっていう，そんな感じですね。
(＃14) 
9 
何とも思わない 
うれしいとか悲しいとかない。(＃27) 
特に何も思わない。(＃36) 
6 
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 良い面として，人との関係が良くなること(＃01)，人ともめない(＃28)・疎外感がない(＃43)といっ
た人間関係を円滑に保つことに関連したエピソードが 30 挙げられた。これらのエピソードに共通した
意味として「良好な人間関係」を抽出しカテゴリ名とした。また，平等(＃03)や平和(＃10)など安定し
た生活に関連したエピソードも良い面として 18 挙げられた。これらのエピソードに共通した意味とし
て「平等・安定・平和」を抽出しカテゴリ名とした。 
 悪い面として，個性がなくなることに言及するエピソード(＃28，＃41，＃53)が 26 挙げられた。こ
れらのエピソードに共通した意味として「没個性」を抽出しカテゴリ名とした。さらに，刺激がない
こと(＃08)や変化のなさ(＃18)を悪い面として挙げたエピソードが 11 あった。これらのエピソードに共
通する意味として「刺激・変化がない」を抽出しカテゴリ名とした。 
 
 
6．「ふつう」であることの意味や機能 
「ふつう」であることの意味や機能について，計 45 のエピソードが語られた。エピソードの具体例
および抽出されたカテゴリを表 5 に示す。「ふつう」には基準としての機能があること，他者との関係
の調和や安全な暮らし，幸せな生活を反映している点も機能として挙げられた。「ふつう」は社会のル
ール・規範としての機能があることを挙げた人もいた。 
 
表 4．「ふつう」であることの良い面および悪い面の分類カテゴリおよび具体例 
カテゴリ 具体例(面接対象者番号) エピソード数 
良い面： 
良好な人間関係 
人との関係が良くなる。(＃01) 
周りの人と馴染める。(＃22) 
人ともめない。みんながまとまる。(＃28) 
みんなと同じ。一人だけ違う疎外感がない。(＃43) 
30 
良い面： 
平等・安定・平和 
みんな平等なところ。(＃03) 
変化がなくて平和だなっていうところ。(＃10) 
平凡で幸せな生活がのぞめること。(＃48) 
悪いことが身の回りに起きない。(＃52) 
18 
悪い面： 
没個性 
新しい意見が出にくい。個性がなくなる。(＃28) 
特徴がなくなっちゃうところです。(＃41) 
あまり個性が出せないところ。(＃53) 
26 
悪い面： 
刺激・変化がない 
何か刺激が足りない。(＃08) 
変化がない。(＃18) 
活発にならない，積極的にならないことが多い。(＃37) 
冒険ができない。(＃50) 
11 
表 5．「ふつう」であることの意味や機能の分類カテゴリおよび具体例 
カテゴリ 具体例(面接対象者番号) エピソード数 
基準 
ふつうに人と生きていく上で「ふつう」が基準になっていて，
そこから良し悪しが上下で分かれてくると思う。(＃01) 
「ふつう」は 1 つの基準のような感じがする。(＃03) 
物事をはかる基準，ものさし。(＃28) 
11 
面接からみえてきた「ふつう」の意味
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 まず，「ふつう」の機能として基準やものさしに言及しているエピソード(＃01，＃03，＃28)が 11 挙
げられた。自らの相対的位置づけを規定する基準として「ふつう」を想定していることから，これら
のエピソードの共通した意味として「基準」を抽出しカテゴリ名とした。 
 また，周りとうまくやっていく(＃22)，馴染んだりする(＃24)といった周囲との良好な関係について
のエピソードが 11 挙げられた。これらのエピソードに共通した意味として「関係の調和」を抽出しカ
テゴリ名とした。 
 「ふつう」には，安全である機能(＃35，＃39)や生活が保障されているという意味(＃50)もあるとい
ったエピソードが 6 挙げられた。これらのエピソードに共通した意味として「安全な暮らし」を抽出
しカテゴリ名とした。 
 さらに，幸せな生活に言及したエピソード(＃06，＃16)が 5 挙げられ，共通した意味として「幸せな
生活」を抽出しカテゴリ名とした。ルールや一般常識としての機能(＃49，＃54)を挙げたエピソードが
5 あり，社会生活を送る上で当たり前のこととして内在化され共有されている約束事としての「ふつう」
という意味合いがあったため，共通した意味として「規範・常識」を抽出しカテゴリ名とした。 
 
 
7．「ふつう」を意識する場面とそこでの心情との関連 
 面接対象者が挙げた「ふつう」を意識する場面と心情との対応関係について表 6 に示す。日常場面
を「ふつう」を意識するエピソードとして挙げた人の多くは，「ふつう」であると思うときに安心感を
抱くことが示された。また，社会的比較場面や特殊な人との遭遇を「ふつう」を意識するエピソード
として挙げた人はネガティブ感情より安心感を「ふつう」のときの心情として挙げた。しかし，他者
の視線の意識によって自らの「ふつうさ」を意識する人は，アンビバレントな心情を挙げる人が多い
傾向があることが示された。 
 
 
 
関係の調和 
人とのいさかいとかが少ない。周りとうまくやっていく。(＃22)
周りと馴染んだりする。(＃24) 
他から排除されないことですかね。上すぎても疎まれるし下す
ぎても蔑まれるし，中間が一番いいかなって思う。(＃48) 
11 
安全な暮らし 
トラブルが起きない。安全で安心して生きることができる。(＃
35) 
ふつうであることは，一番安全なところ。平和に過ごせると思
います。(＃39) 
ふつうであることは，自分自身を守ることと，自分の生活が保
障され家族や友達の生活も保障されることです。(＃50) 
6 
幸せな生活 
とりあえずふつうに幸せっていう(略)平坦だけどそれなりに幸
せな生活。(＃06) 
ふつうに暮らせる，幸せな日常を送れる，変な人って見られな
い。(＃16) 
5 
規範・常識 
社会を形成していく上で必要なのではないか。(＃20) 
ふつうがあるから(略)暗黙のルールがみんなに浸透していると
思うし，ふつうが一般常識な気がする。(＃49) 
ふつうが当たり前だから，ふつうでいなきゃって思う。(＃54) 
5 
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表 6．「ふつう」を意識する場面と「ふつう」を意識するときの心情との関連

心情
その他 計

安心感 アンビバレント
不安などの
ネガティブ感情
何とも
思わない
日常場面 13 5 5 3 3 29 
社会的比較場面 4 2 1 0 1 8 
特殊な人との遭遇 3 1 2 1 1 8 
他者の視線の意識 2 4 1 1 0 8 
計 22 12 9 5 5 53 
 
 
 
考察 
本研究は「ふつう」という語によって思い浮かべること，自らの「ふつうさ」を意識するとき，「ふ
つう」であるときの心情，「ふつう」の良い面・悪い面，「ふつう」の機能について面接を通じて探索
的に検討した。 
まず「ふつう」という語が指す内容については，ありふれているが平和な日々や周囲の人たちと同
じであること，平均や真ん中を挙げる人が多く，否定的なエピソードは全く語られなかった。このこ
とは，「ふつう」という語それ自体には望ましい意味も望ましくない意味も含まれるが，「ふつう」と
は何かを問われると，その意味内容は望ましい事柄となっていることを示しており，大橋・山口(2005)
の知見を支持する。 
次に「ふつう」を意識するときについては，多くが日常場面であることが示された。このことは，「ふ
つう」について思い浮かべた内容として平和な毎日や周囲の多くの人と同じであること等が挙げられ
たこととも整合し，普段の生活の中で「ふつうさ」を感じていると考えられる。周囲と比較されたり
変わった人を目にしたり他者からの視線を意識したとき，逆説的に自らの「ふつう」を意識すること
も明らかとなった。特に，他者からの視線を意識したときには，その他者から向けられた視線によっ
てその他者にとっての「ふつう」を意識させられ，その「ふつう」に自分が合致しているかどうかを
気にせずにはいられないという心理過程があることが示唆された。この場面での「ふつう」意識は，
他者にとっての「ふつう」をある意味で押しつけられていることを意味し，その「ふつう」に自分が
合致していないと周囲から浮いてしまうという心理(＃36，＃53)となると考えられる。 
個人の心情に関しては，「ふつう」を意識するときに安心感を抱く一方で，却って不安になることも
あることが示唆された。さらに，うれしいといったポジティブ感情と不安などのネガティブ感情の両
方を抱くアンビバレントな心理状態になる場合もあることも明らかとなった。「ふつう」のときの心情
がアンビバレントであるのは，まさに「ふつう」が持つ性質の多様さが反映されていると言えよう。
つまり，「ふつう」であることは，周囲と同じで浮いていない・周囲から疎外されていない，という意
味では望ましい状態と言えるが，遂行領域での「ふつう」は優れていないことを意味しておりネガテ
ィブな心理状態を導くことになる。この点を検討した先行研究も同様の傾向を明らかにしている。例
えば，黒石・佐野(2009)では，規範から逸脱していても，他者と同じ行動をとっていれば自己を「ふつ
う」であるとみなし，そうした認知はネガティブ感情の低さや安静状態と結びついていたことを示し
た。遂行領域に関しては，自己の遂行水準が周囲より高い方が同等(＝「ふつう」)であるときよりポジ
ティブな心理状態となっていたことが示されている(佐野・黒石, 2009)。 
本研究は，個人が「ふつう」をどのように捉えているかによっても「ふつう」であることが心情に
及ぼす影響は異なることを示唆した。「ふつう」を意識する場面と心情との関連について検討した結果，
日常場面で「ふつう」を意識すると答えた人の多くは安心感を抱くのに対し，他者の視線を意識する
面接からみえてきた「ふつう」の意味
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は何かを問われると，その意味内容は望ましい事柄となっていることを示しており，大橋・山口(2005)
の知見を支持する。 
次に「ふつう」を意識するときについては，多くが日常場面であることが示された。このことは，「ふ
つう」について思い浮かべた内容として平和な毎日や周囲の多くの人と同じであること等が挙げられ
たこととも整合し，普段の生活の中で「ふつうさ」を感じていると考えられる。周囲と比較されたり
変わった人を目にしたり他者からの視線を意識したとき，逆説的に自らの「ふつう」を意識すること
も明らかとなった。特に，他者からの視線を意識したときには，その他者から向けられた視線によっ
てその他者にとっての「ふつう」を意識させられ，その「ふつう」に自分が合致しているかどうかを
気にせずにはいられないという心理過程があることが示唆された。この場面での「ふつう」意識は，
他者にとっての「ふつう」をある意味で押しつけられていることを意味し，その「ふつう」に自分が
合致していないと周囲から浮いてしまうという心理(＃36，＃53)となると考えられる。 
個人の心情に関しては，「ふつう」を意識するときに安心感を抱く一方で，却って不安になることも
あることが示唆された。さらに，うれしいといったポジティブ感情と不安などのネガティブ感情の両
方を抱くアンビバレントな心理状態になる場合もあることも明らかとなった。「ふつう」のときの心情
がアンビバレントであるのは，まさに「ふつう」が持つ性質の多様さが反映されていると言えよう。
つまり，「ふつう」であることは，周囲と同じで浮いていない・周囲から疎外されていない，という意
味では望ましい状態と言えるが，遂行領域での「ふつう」は優れていないことを意味しておりネガテ
ィブな心理状態を導くことになる。この点を検討した先行研究も同様の傾向を明らかにしている。例
えば，黒石・佐野(2009)では，規範から逸脱していても，他者と同じ行動をとっていれば自己を「ふつ
う」であるとみなし，そうした認知はネガティブ感情の低さや安静状態と結びついていたことを示し
た。遂行領域に関しては，自己の遂行水準が周囲より高い方が同等(＝「ふつう」)であるときよりポジ
ティブな心理状態となっていたことが示されている(佐野・黒石, 2009)。 
本研究は，個人が「ふつう」をどのように捉えているかによっても「ふつう」であることが心情に
及ぼす影響は異なることを示唆した。「ふつう」を意識する場面と心情との関連について検討した結果，
日常場面で「ふつう」を意識すると答えた人の多くは安心感を抱くのに対し，他者の視線を意識する
ときに「ふつう」を感じる人はポジティブ感情とネガティブ感情の両方を抱く傾向があることが示唆
された。このことは，普段の生活の中で感じる「ふつう」はポジティブな心理状態と結びついている
が，他者からの視線によって「ふつう」を意識させられると不安定な心理状態となりアンビバレント
な感情を持つと考えられる。 
「ふつう」の良い面および悪い面については，「ふつう」には関係を調和させる意味があることから，
良好な人間関係を維持する上で重要な機能があるものの，それは突出しないでみんな一緒という状態
をもたらし個性のなさの裏返しにもなることが明らかとなった。「ふつう」の機能として関係の調和や
安全な暮らし，幸せな生活を挙げる人が一定数いたことは，日本人が良好な人間関係の維持を重視す
るが故に「ふつう」であることに価値を置くという従来の指摘(元橋, 1993; 大橋・針原, 2000)を支持し
ている。さらに本研究は，「ふつう」であることが安心して平和に生きる幸せの反映であること(＃35，
＃39，＃50)を意味していることも示した。こうした結果は，「人並みであること」が他者との円滑な関
係を維持していることを意味し，そのことによって幸福感を得ているという指摘(内田・荻原, 2012; 
Hitokoto et al., 2009)とも整合する。 
今後，様々な文脈を取り上げながら，そこでの「ふつうさ」と個人の内的状態との関連や「ふつう」
の意味合いについてより詳細な質的検討が望まれる。 
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SUMMARY 
    It is said that being “futsu” (which means the ordinary, average, normal or usual) may be desirable in 
Japanese culture because Japanese place great value on harmonious relationships. However, there were few 
studies which demonstrated that self-cognition as being “futsu” associated with psychological well-being. The 
reason why being “futsu” was hardly connected with positive mental state is that the meaning of “futsu” differs 
according to the context. This study was conducted in a qualitative manner to investigate 1) the definitions of 
“futsu”, 2) the situations which people become aware of being “futsu”, 3) the affects when people are “futsu”, 4) 
the good and bad sides of “futsu”, and 5) the functions of “futsu”. 54 female college students participated in 
semi-structured interviews. As a result, it was indicated that the most common situations which interviewee 
realized being “futsu” were the daily contexts. When people regarded themselves as being “futsu”, they felt relax 
or uneasy depending on the situations. Specifically, people recognized them as being “futsu” and felt relief when 
they got along with others around them. In contrast, when being “futsu” implied lack of individuality, people 
tended to have negative feelings. 
 
